
平
成

™
›
年

�
月

�
日
金
曜
日

(
号
外
政
府
調
達
第

˜
™
Ÿ
号
)

官
報

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 24年７月６日
国立大学法人岐阜大学理事 杉戸 真太

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 21

〇第２号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 内視鏡診断治療シ
ステム 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成24年度１月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 電子内視鏡システム
ａ ビデオスコープとビデオシステム本体
（カラーモニター、ビデオプロセッサー、
光源装置）で構成され内視鏡画像デジタ
ルファイリングと接続可能であること。
ｂ 粘膜表面の微細な血管を観察すること
が可能であること。
ｃ ビデオスコープは、操作部、挿入部、
先端部、接続部（コネクター部）からな
り、接続部（コネクター部）がビデオシ
ステム本体につながり、伝達される画像
はモニターで観察できること。

Ｂ 内視鏡マネジメントシステム
ａ 内視鏡部門における受付から検査管理
までの機能に加え、内視鏡画像、透視画
像の閲覧やレポート入力機能を備えてい
ること。
ｂ 院内のネットワークと接続可能である
こと。

Ｃ 超音波診断装置
ａ 鮮明な画像により、腹部領域での精密
検査、病態観察ができること。

Ｄ 生態情報モニタリングシステム
ａ 心電図、ＳｐＯ２、およびＮＢＰの測
定が可能で、院内のネットワークと接続
可能であること。
ｂ タッチスクリーン操作が可能であるこ
と。

Ｅ アルゴンプラズマ凝固装置
ａ 軟性内視鏡下での使用が可能で、生体
組織を非接触で広い面を浅く凝固できる
こと。

Ｆ 内視鏡用シーリングペンダントシステム
ａ 内視鏡システムが搭載可能で可動範囲
が広いこと。
ｂ 内視鏡的手術に対応できる医療用ガ
ス・電源等の供給がおこなえること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成24年８月21日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒501`1194 岐阜市柳戸１番１
岐阜大学医学部附属病院総務課調達係 西脇
学 電話058`230`6035

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成24年７月６日から平成24年
８月21日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成24年７月17日14時00分
] 開催場所 岐阜大学医学部１階事務部会議
室（入札室）

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Diagnostic and therapeutic en-

doscopy system 1 Set

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ Electronic endoscopy system

ａ It consists of videoscope and video

system (color monitor, video system

center, light source), and can be con-

nected to the digital filing system of en-

doscopic images.

ｂ It can provide the fine images of the

mucosal surface and fine vessels of the

gastrointestinal tract.

ｃ Video Scope consists of control sec-

tion, insertion section, distal end, and

endoscope connector. Endoscope co-

nnector connects the endoscope to the

output socket of the light source and

transmits light from the light source to

the endoscope. We can see the caputur-

ed images on the monitor.

Ｂ Management system of endoscope divi-

sion

ａ It provides not only the function of

the management of workflow in en-

doscopic division from reception to ex-

amination, but also the function to ac-

cess the endoscopic images or X-ray

images and to make a report.

ｂ It can be connected to the hospital

network.

Ｃ Universal endoscopic ultrasound center

ａ It can provide the clear images, and

enables the detailed examnation of ab-

dominal region.

Ｄ Monitoring system of ecological infor-

mation

ａ It can indicate the real-time elect-

rocadiogram, SpO2 and NBP. Also it

can be connected to the hospital net-

work.

ｂ It is operated by a touchscreen.

Ｅ Argon plasma coagulation system

ａ It can be used with flexible en-

doscopes, and can shallowly coagulate

the mucosa and submucosal tissue in

sufficient area without contact.

Ｆ The suspended system from the ceiling

for endoscope system.

ａ It can provide the sufficient space for

endoscope system. It should have a

good working volume.

ｂ It can provide the medical gas and

electoric power supply etc, for the en-

doscopic surgery.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 21, August,

2012

a Contact point for the notice : Manabu

Nishiwaki, Procurement Section, General

Affairs Division, Gifu University School of

Medicine, 1`1 Yanagido Gifu-shi 501`

1194 Japan, TEL 058`230`6035

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 24年７月６日

国立大学法人愛媛大学長 柳澤 康信
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 38

〇第２号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 多チャンネル光ト
ポグラフィ装置 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成24年度２月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
{ 厚生労働省の先進医療の適応が取れる多
チャンネル近赤外線脳計測装置であるこ
と。

| 光プローブを容易にぴったりと頭部に装
着できる装置を持つこと。

} 大脳皮質の活動状態を近赤外線光にて測
定し、リアルタイムに画像化することがで
きること。

~ 計測チャンネルは必要に応じ１台の装置
で120チャンネルまで増設可能であること。

� サンプリング時間は72チャンネル以上の
同時計測において、全チャンネル同時に
0•1秒であること。

� 使用が簡便であり、移動可能なシステム
構成であること。

‚ 正確にデータ管理を行うための検査情報
システムのハード機器を有すること。

ƒ メインテナンスが簡単で、定期的なサ
ポート体制が引かれていること。

„ 本邦の他医療機関にある装置と連携して
運用することができ、相互の結果を比較す
ることが可能であること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成24年８月21日17時
15分（郵送の場合は必着のこと。）
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